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序 章 計画の目的と位置付け 
 

１ 計画策定の経緯と背景 

 本格的な少子高齢化社会、人口・世帯減少社会の到来を目前に控え、現在及び将来における
国民の豊かな住生活を実現するため、2006（平成 18）年６月に住生活基本法が制定され、法制
定に伴い、2006（平成 18）年９月に住生活基本計画（全国計画）が策定されました。ここで、
従来の「住宅の供給」から「既存住宅の活用」へと大きな施策の方向転換がありました。また、
2007（平成 19）年３月には静岡県計画も策定され、本市においては 2011（平成 23）年４月に
国の第１回見直しに合わせる形で浜松市計画を策定しました。 

その後、2016（平成 28）年３月に少子高齢化・人口減少の急速な進展や世帯数減少による
空き家の増加等、現状と今後 10 年間の課題に対応するための政策の実施を目的とし、全国計
画の 2 回目の改定が行われたことに伴い、静岡県と本市においても 2016（平成 28）年度に住
生活基本計画の見直しを行いました。 

2021（令和３）年３月には 2050 年カーボンニュートラル※、脱炭素社会※の実現や新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大に伴う「新たな日常」等に対応するため、国において新たな住生
活基本計画（全国計画）が策定されました。 

こうした背景のもと、浜松市住生活基本計画においては 2016（平成 28）年度の策定から本
年で計画期間 10 年間の内、前期５年が経過し、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う
「新たな日常」や DX※の進展等、住生活に関わる様々な課題や社会経済情勢の変化に対応し、
市民の住生活の安定の確保及び向上の促進に資するため本計画の見直しを行うこととしました。 

■計画策定の流れ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

2008(H20)、2009(H21)に 
基礎調査・分析を実施 
 
国の見直しに合わせて作成 

住生活基本法 
2006（H18）年６月制定 

全国計画 
2006（H18）年９月策定 

第１回見直し 
2011（H23）年３月策定 

第２回見直し 
2016（H28）年３月策定 

新たな全国計画 
2021（R3）年３月策定 

静岡県計画 
2007（H19）年３月策定 

第１回見直し 
2012（H24）年３月策定 

第２回見直し 
2017（H29）年３月策定 

第３回見直し 
2022（R4）年４月策定 

浜松市計画 
2011（H23）年４月策定 

第１回見直し 
2017（H29）年４月策定 

第２回見直し 
2022（R4）年 11 月策定 

合併前旧市町策定の計画 
（住宅マスタープラン） 
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２ 計画の目的 

 本計画は、少子高齢化や人口減少社会等の社会経済情勢の変化に対応した住環境整備や空き
家対策、脱炭素社会※に向けた環境に配慮した住宅ストックの形成、頻発・激甚化する自然災
害や新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う「新たな日常」に対応した住環境の形成等、
本市の住生活を取り巻く様々な課題を踏まえ、住宅政策における基本理念・めざす姿・施策展
開の方向を示し、市民の安全・安心で豊かな住生活の実現に向けた具体的な取組を実行するこ
とで、市民の住生活の安定の確保及び向上の促進に資することを目的とした計画です。 

３ 計画の位置付け 

 本計画は、上位計画である「浜松市総合計画」の住宅分野の個別計画として、本市の将来都
市像の実現を目指すものであり、都市計画・福祉等の関連計画との連携・整合を図るとともに、
住生活基本法及びそれに基づく全国計画、県計画との整合を図っています。 

■浜松市住生活基本計画の位置付け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

浜松市総合計画※（2014（H26）年 12 月策定） 
浜松市未来ビジョン（基本構想） 
第 1 次推進プラン（基本計画） 
戦略計画（実施計画） 

浜松市住生活基本計画 
（2022(R4)～2031(R13)） 

主な関連計画 
・浜松市都市計画マスタープラン※ 
・浜松市立地適正化計画※ 
・浜松市“やらまいか”人口ビジョン 

・浜松市 SDGs 未来都市計画※ 

・浜松市地球温暖化対策実行計画 
（区域施策編）※ 

・浜松市公営住宅等⾧寿命化計画※ 

・浜松市マンション管理適正化推進 
 計画※ 等 

 

住生活基本計画 
(全国計画) 

（2021(R3)年３月改定） 

静岡県 
住生活基本計画 

（2022(R4)年３月改定） 

住生活基本法 
（2006(H18)年６月制定） 

浜松市住生活基本計画 
推進プログラム 



3 

４ 計画構成・期間 

 計画構成は、前計画の取組を基本的に引き継ぎつつ、新たな課題に対応するための取組を追
加し、今後 10 年の課題に対応する施策を展開します。また、計画の基本理念とめざす姿を社
会経済情勢にあわせて見直し、住宅施策の方向性を新たな施策体系のもと示すこととします。 
 計画期間は、2022（令和４）年～2031（令和 13）年の 10 年間とし、今後の社会経済情勢
の変化や施策効果に対する評価結果を踏まえ、概ね５年後に見直し、所要の変更を行います。 

■計画構成のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

前計画 
（計画期間：2017ʷ2026） 

 
基本理念 

安定と安心が持続できる 
住生活の実現 

～家族の絆を育み、地域と共に築く‘すまい’～ 
 

めざす姿 
“ひと” 

誰もが安心して生活できる住まい 
“すまい” 

自分らしく安全に暮らせる住まい 
“まち” 

地域とのすながりを感じる住まい 

 

視点と施策展開 
【ひと】 
・若年世帯が子供を産み育てやすい住生

活の実現 
・高齢者が自立していきいき暮らせる住

生活の実現 
・住宅のセーフティネットの確保 

【すまい】 
・空き家の活用と除去による良質な住ま

いの確保 
・安全・安心で⾧寿命な住まいづくり 
・資産としての継承に向けた適正に評価

される新たな流れづくり 

【まち】 
・⾧期的に持続可能なまちづくり 
・地域資源や住宅ストックを活かした 

新たな住生活産業の創出・拡大 
・安全・安心な居住環境の形成 

 

新計画 
（計画期間：2022ʷ2031） 

 
基本理念 

誰もが安全で安心して暮らせる 
住生活の実現 

～多世代で支えあう持続可能な住まいづくり～ 
 

視点 

“居住者・コミュニティ” 
“住宅ストック” 
“浜松市の特性” 
“社会環境の変化” 

 
視点と目標 

【居住者・コミュニティ】 
①子育て世代が安心して子どもを生み育

てやすい住生活の実現 
➁高齢者・障がい者等が健康で安心して 

暮らせる住生活の実現 
③住宅確保要配慮者※が安心して暮らせ

る住宅のセーフティネットの持続可能
な整備・運営 

【住宅ストック】 
➃脱炭素社会※に向けた住宅の循環利用

の促進と良質な住宅ストックの形成 
⑤空き家の管理・除却・利活用の一体的

な推進 
⑥分譲マンションの管理適正化の促進 

【浜松市の特性】 
⑦浜松らしさを活かした住生活分野での

SDGs の取組の推進 
⑧地域特性を踏まえた持続可能な住まい

方の実現 
【社会環境の変化】 
⑨コロナ禍をきっかけとした新しい住ま

い方の実現 
⑩頻発・激甚化する災害に対応した住

まいづくりや災害時の応急的住まい
の確保 

 

見直し内容 

住生活に関する課題

を踏まえ基本理念を
設定 

現状の課題分析から 
視点を設定 

視点を基に目標を再構築 
・ 

新たな課題に対応した 
施策展開を追加 


